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総務消防常任委員会会議録 

 

～～～～～～～～～～～～  

日      程  

 

日  時    令和５年１１月２０日（月） 

      組合議会定例会休憩中  

場  所  米子市淀江支所 議場 

 

１ 開  会 

２ 審査事項 

   議案第１３号  鳥取県西部広域行政管理組合火災予防条例の一部を改正

する条例の制定について 

３ 所管事務調査 

（1）第２次鳥取県西部広域市町村圏計画（実施計画）に係る令和４年度事業の

実施結果報告について 

（2）第４次行財政改革大綱（実施計画）に係る進捗状況について[令和４年度 

（第二年次）] 

（3）旧灰溶融施設（エコスラグセンター）に係るサウンディング型市場調査の

結果及び利活用方針について 

４ 閉  会 

 

～～～～～～～～～～～～  

出  席  者  （８名）    

委 員 長 山 路  有  副委員長 渡 辺 穣 爾  

委   員 今 城 雅 子   委   員 中 田 利 幸  

委   員 荒 井 秀 行   委   員 米 本 隆 記  

委   員 中 原 信 男   委   員 三 好 晋 也  

 

～～～～～～～～～～～  

欠  席  者  （０名）  

     

～～～～～～～～～～～  

説明のため出席した者 

事務局長 三 上   洋 消防局長 赤川  紀夫 

消防局参事兼米子消防署

長 
安 達  憲 吾 事務局総務課長 矢野  伴典 
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消防局総務課長 岩 田  幸 博 事務局施設管理課長  本池   将 

消防局予防課長 後 藤  典 明 消防局警防課長 吉木  和宏 

消防局指令課長 生 田 圭 一 郎 
事務局総務課長補佐兼

人事給与担当課長補佐 
橋本  雅美 

事務局総務課長補佐兼認

定審査担当課長補佐 
伏 野  哲 彦 

事務局施設管理課長補佐兼 

浄化場維持担当課長補佐 
松 並   豊 

消防局総務課長補佐兼庶

務担当課長補佐 
美 甘  浩 幸 

事務局総務課入札財政

担当課長補佐 
三原   剛 

事務局総務課企画情報担

当課長補佐 
前 畑  昇 吾 

事務局施設管理課担当

課長補佐 
安田   憲 

消防局総務課経理担当課

長補佐 
髙 田  一 広   

 

～～～～～～～～～～～  

議 会 担 当 職 員 

書 記 長    瀬 尻 か お り 書  記    近藤  隆 

 

～～～～～～～～～～～  

１  開      会  

（午後１時４４分）  

 

○山路委員長  ただいまより、総務消防常任委員会を開会いたします。 

 

～～～～～～～～～～～  

２  審査事項  

 

○山路委員長  それでは、日程２、審査事項に入りたいと思います。 

先ほど、本会議から付託されました議案１件について、審査をいたします。 

なお、審査事項は、お手元に配付しております日程書のとおりでございます。 

それでは、議案第１３号、鳥取県西部広域行政管理組合火災予防条例の一部を

改正する条例の制定についてを議題といたします。 

当局の説明を求めます。後藤消防局予防課長。 

○後藤消防局予防課長  改正内容につきまして、御説明させていただきます。資

料につきましては、令和５年１１月鳥取県西部広域行政管理組合議会定例会議案

と書かれました資料の２ページからの新旧対照表を御覧ください。 

今回の火災予防条例の改正につきましては、対象火気設備等の位置、構造及び

管理並びに対象火気器具等の取扱いに関する条例の制定に関する基準を定める省
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令の一部改正に伴うものでございまして、条文につきましては、消防庁が提示し

ました条例（例）に沿ったものとなっております。 

主な改正内容についてですが、２ページの第１１条は変電設備、３ページの第

１１条の２は急速充電設備についての改正となっております。 

こちらは当該規定を、この後御説明いたします蓄電池設備の規定において準用

しておりますことから、併せて整備された内容でございます。 

３ページ下段の第１３条から、おはぐりいただきまして４ページの第４４条が

蓄電池設備についての改正となります。 

現行の規制では、その蓄電池容量を表す単位に、アンペアアワー・セルという

単位を使用しておりますが、こちらに代わり、安全性を分類する際に一般的に用

いられる、キロワット時という単位を用いることとしまして、所要の整備を行っ

ております。 

続きまして、４ページ下段から６ページまでの別表第３は、固体燃料を用いる

厨房設備、こちらは焼き鳥やウナギなどを焼く炭火焼機となりますが、こちらに

ついての改正でございます。 

こちらは厨房設備からその他の工作物や可燃物との離隔距離を新たに定め追加

したものでございます。 

施行期日につきましては、令和６年１月１日としております。 

説明は以上です。 

○山路委員長  そうしますと、当局の説明が終わりました。 

これより質問に入ります。委員の皆さんから質疑をお願いいたします。 

別にないものと認め、質疑を終わります。 

続いて討論を行います。討論はございませんか。 

別にないものと認め、討論を終わります。 

これより、本件について採決いたします。 

議案第１３号、鳥取県西部広域行政管理組合火災予防条例の一部を改正する条

例の制定について、原案のとおり可決することに御異議ございませんか。 

〔「異議なし」と声あり〕 

○山路委員長  御異議なしと認めます。よって本件は、全会一致で、原案のとお

り可決すべきものと決しました。 

以上で、当委員会に付託されました議案の審査は議了いたしました。  

 

～～～～～～～～～～～  

３  所管事務調査  

 

○山路委員長  続きまして、日程３、所管事務調査に入ります。調査事項は３件

です。これについて、当局より、順次報告を受けたいと思います。 

初めに、（１）としまして、第２次鳥取県西部広域市町村圏計画（実施計画）に
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係る令和４年度事業の実施結果報告についてを調査事項といたします。 

これより調査事項の説明を求めます。矢野事務局総務課長。 

○矢野事務局総務課長  そういたしますと、報告のほうをさせていただきたいと

思います。御覧いただきます資料は、右肩に、資料１と書いております資料のほ

うを御覧いただけたらと思います。よろしくお願いいたします。 

そういたしますと、先ほど委員長のほうからございました第２次鳥取県西部広

域市町村圏計画実施計画に係ります令和４年度事業の実施結果につきまして、御

報告させていただきます。 

まず、１枚おはぐりいただき、１ページを御覧ください。１ページ中ほどに、

項目の３番のところを御覧いただけますでしょうか。今回の報告についてでござ

います。事業の実施結果とその財源であります一般財源、こちらは市町村負担金

でございますが、こちらの状況につきまして御報告させていただくことによりま

して、各共同処理事業に対します構成市町村の負担状況を明らかにしようとする

ものでございます。その下に、年度別事業費合計ということで全体の事業費につ

いてでございますが、計画額、これは当初予算額になりますが、４６億４，８３

９万４，０００円に対して４９億７，２７８万円でして、そのうち一般財源、市

町村負担金ですが、４３億７，０９９万５，０００円でございました。計画額に

対しまして実施額のあいさでございますが、この表には記載しておりませんが、

３億２，４３８万６，０００円の増額となっております。 

増減がありました主なものを、これから若干ですが御説明いたしたいと思いま

す。 

まずは２ページを御覧ください。令和４年度事業実施結果報告書ということで、

こちらの表の左半分に記載しております事業計画に対しまして、右半分のほうに

記載しております事業の実施結果はどうだったのか、１０項目の共同処理事業ご

とにまとめている一覧でございます。 

２ページの下ほどですが、一番左の欄に第２節と書いておりますところの不燃

物処理施設の設置及び管理運営（運転管理）、こちらの共同処理事業の中の下から

３番目、最終処分場管理事業という事業のところを御覧ください。こちら、右の

ほうに３つほど欄ずれていただきますと計画額が書いてございます。３億８，０

４６万円の計画額に対しまして、その隣の実施額でございますが、７億８，２７

８万１，０００円でございまして、あいさが４億２３２万１，０００円の増額と

なっております。 

一番右の事業結果のところに理由を記載させていただいておりまして、この、

あいさの４億２３２万１，０００円の増額の理由でございますが、これは濃縮水

処理施設の建設費相当額を、令和４年度、それから令和５年度で委託先に貸し付

けることとしたことによるものでございまして、令和４年度分の貸付金の額とい

たしましては、４億３５７万６，０００円でございました。 

それから１枚はぐっていただきまして、３ページを御覧ください。こちらの表
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の下半分でございます、第５節消防事務でございます。消防事務の中の一番上の

段になりますが、消防施設大規模改修事業を御覧ください。真ん中のほうに目を

移していただきまして、まず計画額でございますが、計画額が１億１，１３６万

６，０００円のところ実施額といたしましては、６，５６７万４，０００円とい

うことで、あいさのほうが４，５６９万２，０００円減額という結果が出ており

ます。これは令和４年度当初に予定しておりました事業費が９，６９８万８，０

００円でございましたが、その後、案件は大山消防署の大規模改修事業でござい

ますが、工期の見直し等によりまして令和４年度の出来高が減少したことから、

事業費もそれに伴いまして減額となったものでございまして、５，１１５万円ほ

ど減額となったことによるものでございます。 

それから１枚はぐっていただきまして、６ページを御覧ください。続きまして、

第１１節になります。ごみ処理施設の設置及び管理運営事業ということで、この

中の一番上の段でございます一般廃棄物処理施設用地取得事業でございます。中

ほどに記載しております計画額でございますが、１，８６２万２，０００円に対

しまして、実施額のほうは３，１００万円でございました。あいさが１，２３７

万８，０００円の増額となっております。こちらにつきましては用地選定委員会

の開催回数の増ですとか、それから最終候補地調査の調査項目の追加を行ったこ

となどによるものでございます。 

主な増減の理由は３点で、今、説明させていただいたとおりでございます。 

このページの下、合計欄を御覧ください。合計欄の中に記載しております数値

につきましては、冒頭説明いたしました１ページの年度別事業費合計の表に記載

しているものと同様のものとなります。 

それからお手数ですがはぐっていただきまして、７ページを御覧ください。こ

ちらのページの一覧でございますが、共同処理事業ごとに左の欄から右のほうに

順に事業費の総額とそれに含まれます一般財源、市町村負担金ですが、市町村負

担金の額。また、それに併せまして、構成市町村ごとの市町村負担金の内訳のほ

うを記載させていただいております。なお上段下段と分かれておりまして、上段

には計画額を、下段には実施額を記載させていただいております。 

この表の一番下の左隅の欄を御覧ください。差額（Ｂ－Ａ）の右の欄でござい

ますが、数値を入れさせていただいておりまして、３億２，４３８万６，０００

円と記載させていただいております。こちらの額につきましては、冒頭、計画額

に対して実施額は３億２，４３８万６，０００円の増額となったので説明をさせ

ていただいておりますが、この発言に当たります数値が、この欄に記載されたも

のとなります。この一覧の詳細の説明は、申し訳ございませんが割愛させていた

だきたいと思います。 

報告は以上でございます。 

○山路委員長  そうしますと、当局の説明が終わりました。委員の皆さんの質疑、

御意見をお伺いしたいと思います。 
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別にないようですので、当局からの説明を終わります。 

次に、（２）といたしまして、第４次行財政改革大綱（実施計画）に係る進捗状

況について[令和４年度（第二年次）]を調査事項といたします。 

当局より説明をお願いいたします。矢野事務局総務課長。 

○矢野事務局総務課長  そういたしますと、続きまして資料２のほう御覧くださ

い。第４次行財政改革大綱実施計画の進捗状況につきまして報告させていただき

ます。 

１枚おはぐりいただきまして、ページ数打っておりませんが目次を御覧くださ

い。目次の上から３行目になりますが、項目２で、実施計画の令和４年度（第二

年次）の進捗状況について、ということを記載させていただいております。この

資料の作りといたしまして１ページから５ページにわたりますが、ここで昨年度

の進捗状況の概略を記載させていただいております。６ページ以降は各取組の個

別の表となっておりますので、今日は時間の関係で６ページ以降のほうは説明は

省略させていただきたいと思っているところでございます。こちらのことを前提

にいたしまして説明させていただきたいと思います。 

１ページ御覧いただけますでしょうか。１ページの中ほどでございます。大き

い項目２の実施計画の令和４年度（第二年次）の進捗状況についてのところでご

ざいます。 

（１）の一覧でございますが、全体の進捗状況を記載させていただいておりま

す。計画どおり進捗したもの丸印で記載させていただいておりますが、これは１

１項目。それから計画を下回っての進捗が三角。それからこれが１０項目。未着

手、これはバツですが、ゼロ項目という結果でございます。御覧のとおり未着手

はなかったんですけれども、取組項目の約半分に当たります１０項目が当初の計

画を下回って進捗、そういった状況になっております。 

その下、（２）番でございますが、取組項目ごとの進捗状況につきまして、この

ページから次のページにかけて項目ごとにまとめさせていただいております。丸

と三角が、はぐっていただいて２ページ御覧いただけたらと思うんですが、２ペ

ージの一番下のところに、合計２１項目、丸印が１１項目、三角が１０項目、バ

ツがゼロというような構成になっております。 

続きまして、３ページ御覧ください。（３）番、評価が三角の取組項目の今後の

対応についてということで一覧にまとめております。三角印がつきました取組項

目ごとに昨年度末時点の評価理由と、それから次年度の対応を一覧に記載させて

いただいております。 

こちらの上から３つ目の段を御覧ください。取組項目７番の旧灰溶融施設の跡

地等の利活用でございますが、こちらのほうはサウンディング型市場調査は行っ

たんですけれども、調査の実施時期が当初の計画よりも遅れたため、年度中の跡

地利用、利活用の方針決定には至らなかったということで三角にしております。

次年度の対応、つまり今年度の対応でございますが、サウンディング型市場調査
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の結果を踏まえた方針につきましては、地元自治体であります伯耆町及びそのほ

かの構成市町村、それから地元の関係地区、住民の方々と協議を行いながら検討

を進めていくというようなことでまとめております。 

それから、このページの一番下でございますが、項目１７番です。新たな人材

育成基本方針に沿った職員の育成についてということで、本組合の現状、課題を

踏まえまして、新たな人材育成基本方針につきまして、内部委員会の策定委員会

を開催し、目指すべき職員像の検討を行うなど、改定案の検討は進めてはきまし

たが、職責別に期待される役割や求められる能力、こういった細部の検討に至る

ことができませんで、改定には至らなかったということから三角の、計画を下回

っての進捗とさせていただいております。次年度の対応といたしましては、引き

続き策定委員会を開催いたしまして、目指すべき職員像等の検討を行いますとと

もに、期待される役割、求められる能力を検討することで、職員人材育成基本方

針の改訂を策定していくということで考えておるところでございます。 

それからはぐっていただきまして、４ページでございます。項目２０でござい

ますが、住民から信頼される組織・職員づくりということで、業務改善数それか

ら勉強会・研修会の開催について実行計画の指標に掲げた目標値を達成できなか

ったということで三角としております。この中にはコンプライアンス研修という

のがあるんですが、こちらのほうは目標値に達したんですけれども、それ以外の

業務改善数ですとか勉強会・研修会の開催につきましては、達成ができなかった

という状況でございます。次年度の対応といたしましては、コンプライアンス研

修の継続実施に加えまして、オンラインによります公務員倫理、それからハラス

メント研修の受講を推進していきたいと考えております。また、内部の勉強会に

はなりますが、法制の事務、それから会計事務等、新たな研修会・勉強会の開催

内容について検討し、実施してまいりたいと考えているところでございます。 

それから最後になりますが、５ページを御覧ください。５ページの（４）、一覧

でございますが、取組項目の変更事項についてということで一覧にしております。

これは取組項目ごとに変更事項を記載し一覧にしたものでございますが、計画を

策定してから一定期間経過する中で、計画自体を微修正させていただいている箇

所がございます。そういったところを一覧にしたものでございます。内容につき

ましては記載のとおりでございます。申し訳ございませんが、説明のほうは割愛

させていただきたいと思います。 

説明のほうは以上でございます。 

○山路委員長  当局の説明が終わりました。委員の皆さんの質疑、御意見をお願

いいたします。中田委員。 

○中田委員  ５ページの取組項目の変更事項のところ、この前の結果ということ

を踏まえてなんですけれども、例えばこの５ページでいうと、８番の効率的かつ

持続可能な組織体制への見直しということで、スケジュールの見直しということ

で挙げられていますよね。例えば一方で、１７番の新たな人材育成の基本方針に
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沿った職員育成という問題と、このいわゆる定員適正化計画で、まあ要は行革と

しての視点で見れば人件費の総枠というものの課題があるとは思うんですが。一

方では、今後この西部広域行政管理組合に求められる人材というものが、ここが

うまくこう何というか人権枠みたいなところで考えて、それでうまくいくのかど

うなのか、逆に頑張るという精神論ではなくて、その辺についての課題がないの

だろうか。そういったことについての見解を伺っておきたいです。 

○山路委員長  矢野総務課長。 

○矢野事務局総務課長  組織と人との関係性をどのように考えているか、どうい

う具合にしていきたいか、というような御質問かと把握しておりますが。そうで

すね、なかなか一言では難しいとは思いますけれども、ちょっと個人的な見解に

なるかもしれませんが、対人に対しましては、やはりなかなか業務の効率化ばか

りでは駄目だと思いますので、そういったところ以外のものでシステムを導入す

るとかですね、そういったことで時間、労力、そういったものを生み出して。終

わりではなくて、そこはいろいろな費用との兼ね合いになってまいりますが、必

要に応じてもっとやらなきゃいけないところとかですね、そういったものに時間、

労力を回していくということもやりながら、なるべく合理的かつ経費的にもより

合理性が高いものを追求していく。ただ、その一方で職員の意識面をはじめとい

たしましてそういった能力は、これは私が言うべきことではないかもしれません

が能力はあるとは思っておりますが、やはり個人的な感想としてまだまだ意識面

でやっていかないといけないところも多いと思いますし、逆に言えばそこがいい

具合に、時間かかると思いますが、乗り越えていければ非常に強い組織になって

いくのかなという個人的には見立てをしておりますので、なるべくそういうとこ

ろに近づけるように、私も一生懸命努力していきたいと考えているところでござ

います。 

○山路委員長  中田委員。 

○中田委員  何となく事情というか、状況は分かるんですけれども。今後、例え

ば消防にしたって、もっと今後の消防体制のありようからいって高度化される部

分だとか、様々な災害に対する対応面あるいは現在も、例えば救急での体制の問

題とか、今でもヘリや車やね、ああいう形での部分も人材的に、私から見ると結

構いっぱいいっぱいで努力されている感があるもんですから。今後のありようと

して消防体制がどうなのかとか、それから行政管理組合のほうですから事務が一

定程度、例えば言い方が悪いかもしれませんけれども、米子市なんかの部分より

も限られたジャンルのところですので、当然、職員数も限りがあって。そういっ

たところにそのシステム導入でひねり出される部分が、時間的にひねり出される

部分はあったとしても、それが例えば人工として、人でひねり出されるに至るか

どうかとか、そういった問題はあるような気がするもんですから。そういったも

のを単なるスケジュール管理ではなくて、今後求められる業務というところから、

その内容についてもぜひ詳細に検討を重ねていっていただきたいということを、
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要望しておきたいと思います。 

○山路委員長  答弁はよろしいですか。 

（「はい、いいです。」と中田委員） 

○山路委員長  ほかにございませんか。ほかにないようですので、以上で当局か

らの報告を終わります。 

次に、３番目としまして、旧灰溶融施設（エコスラグセンター）に係るサウン

ディング型市場調査の結果及び利活用方針についてを調査事項といたします。 

当局より説明を求めます。矢野事務局総務課長。 

○矢野事務局総務課長  そういたしますと、資料３で御説明さしあげたいと思い

ます。 

まず説明の前に、おとといの新聞でこちらの件、新聞記事になりまして、その

経過を若干説明させていただきたいと思います。 

こちらの記事、情報が漏れたとかそういう類のものではございませんで、１１

月６日に本議会の前段で開催させていただいております正副管理者会議が公表で

ございますので、こちらのほうで出させていただきました資料に基づいた記事で

あったということで、まず御説明させいただきたいと思います。それで実際に、

土曜日にかなり時間的に余裕はあったんですけれども、いつ出るかっていうのは

正直分からなかったところではございましたが、１３日に取材を受けまして１７

日に、この週末には記事が出るよというようなところで初めて知ったようなとこ

ろでございます。いちばんベストな形としましては、やはり今日これからさせて

いただきます説明の後に記事として出るのが一番よかったかなというころはござ

いますが、何分、正副管理者会議が今の段階で公表の会議ということにさせてい

ただいておりますので、そのあたり御理解いただきまして、今、御了解いただけ

たらありがたいかなと思いますので、よろしくお願いいたします。 

そういたしますと、説明のほうをさせていただきたいと思います。このたびサ

ウンディング型市場調査、結構時間かかりましたが終えましたので、その調査結

果の報告と、その結果を踏まえました今後の方針等につきまして御報告させてい

ただくものでございます。 

資料３の上のほう、項目１でございますが、今回の調査の前段としての考え方

としましては、譲渡先事業者を選定するために行ったものではないというのが大

前提としてございます。その上で、旧灰溶融施設の解体計画を踏まえつつも、い

ま一度、土地・建物・設備の活用の可能性、それから市場性等を把握するため、

活用を希望する民間事業者の方々から活用アイデアを募集したものでございます。 

項目３番のところに、これまでの日程のほうをざっとしたところで記載させて

いただいております。上から３番目になりますが、昨年度末にかけまして個別対

話というものを実施いたしました。これは後ほど説明させていただきますが、対

話に参加した２事業者とそれぞれ別の日時・場所におきまして個別に対話させて

いただいたものでございます。当初、溶融炉のある工場棟の活用も視野に入れて
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はおりましたけれども、この個別対話の結果、参加した２事業者とも本組合によ

る溶融炉の撤去を希望されましたので、工場棟の解体撤去が見込まれます令和８

年度頃でも土地ですとか、それから工場棟以外の建物・設備の活用が可能かどう

か、この表の一番下になりますが、今年の４月１日から１０月１０日にかけて行

いました追加対話ということで２事業者に別々に新たに確認したところでござい

ます。 

参加事業者につきましては、説明重複いたしますが、提案・対話いただきまし

た事業者は２者でございました。上のほうに書いております現地見学会も２者の

ほうからございました。 

項目５で調査結果を記載させていただいております。調査結果についてでござ

いますが、上の段、土地・建物・設備の活用につきまして、活用の意図はあった

んですけれども活用の時期が、先ほど御説明いたしました令和８年度頃という組

合の希望する時期と、２事業者とも合わなかったということから、実現可能な提

案はなかったということで判断いたしまして、事業者数をゼロとしております。

また、土地・建物・設備の活用について対話していく中で、２事業所のうちの１

事業者から、隣接の岸本工業団地の取得が条件であるということがありましたが、

産業用原材料の製造、研究施設の用地として活用するための土地、更地の活用と

いうことでアイデアが出されましたので、２段目のほうにその旨を記載させてい

ただいております。 

この調査結果を受けまして、項目６番のところでございますが、利活用の方針

を出させていただいております。建物及び設備は解体撤去し、更地とした上で土

地の売却等を行うという方針といたしたところでございます。 

今後の予定でございますが、令和６年度に解体設計業務それから土壌汚染状況

調査を行いまして、令和７年度から８年度にかけての解体工事等を経まして、令

和８年度に解体工事完了後、更地となった土地の売却等、このような流れを予定

しているところでございます。 

説明は以上でございます。 

○山路委員長  当局の説明が終わりました。委員の皆さんの質疑、御意見をお伺

いしたいと思います。 

別にないようですので、以上で当局からの報告を終わります。 

 

～～～～～～～～～～～  

４  閉      会  

 

○山路委員長 これをもちまして、総務消防常任委員会を閉会いたします。 

 

（午後２時２０分  閉会）  
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